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は
じ
め
に

　

本
県
に
お
け
る
刑
法
犯
認
知
件
数
に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
ま
で
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
４
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、

令
和
５
年
は
１
３
、３
２
６
件
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人
口
１
０
万
人
当
た
り
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
６
９
０

件
と
４
７
都
道
府
県
中
２
番
目
に
多
い
状
況
で
す
。
県
民
の
皆
様
の
身
近
に
発
生
す
る
犯
罪
で
は
、
特
殊
詐
欺
は
、
高
齢

者
を
中
心
に
依
然
と
し
て
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
ま
た
、
乗
り
物
盗
、
車
上
ね
ら
い
、
忍
び
込
み
等
の
侵
入
盗
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

　

県
で
は
、平
成
16
年
６
月
16
日
に
「
群
馬
県
犯
罪
防
止
推
進
条
例
」
を
施
行
し
、条
例
施
行
日
に
ち
な
み
毎
月
16
日
を
「
県

民
防
犯
の
日
」
と
定
め
、
県
民
・
事
業
者
・
警
察
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
５
月
、
金
融
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
者
、
関
係
団
体
等
の
参
加
に
よ
る
「
群
馬
県
振
り
込
め

詐
欺
等
根
絶
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ(
令
和
２
年
４
月
、
名
称
を
「
群
馬
県
特
殊
詐
欺
等
根
絶
協
議
会
」
に
変
更)

、
行
政
・

警
察
・
民
間
企
業
・
関
係
団
体
が
一
体
と
な
り
、
特
殊
詐
欺
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
県
民
の
皆
様
の
身
近
で
発
生
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
対
策
と
、
万
が
一
犯

罪
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
基
本
的
な
対
処
法
等
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
デ
ー
タ
の
更
新
や
内
容
の
一
部
見
直
し
を
行

い
改
訂
版
を
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
に
は
、
本
書
を
参
考
に
日
常
生
活
等
に
お
い
て
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
自
ら
安
全
の
確
保
に

努
め
て
い
た
だ
き
、「
自
分
の
安
全
や
財
産
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
自
主
防
犯
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地

域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
と
い
う
「
地
域
防
犯
」
の
推
進
に
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
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デ
ー
タ
で
見
る
犯
罪
情
勢

デ
ー
タ
で
見
る
犯
罪
情
勢

認知件数 検挙件数 検挙率

7,190件
減少！

3,393件
減少！

4,291件
減少！ 1,039件

減少！

2,620件
減少！

1,899件
減少！

1,230件
減少！ 651件

減少！

1,510件
減少！ 1,038件

減少！

1,507件
減少！

2,269件
減少！

901件
減少！

904件
減少！ 1,734件

減少！

1,080件
増加！

502件
減少！

886件
減少！
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0

75%
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45

30

15

0
 平16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 令元 2 3 4 5

（件数）

42,64342,643

35,453

32,060

27,769 26,730
24,110

22,211
20,981 20,330

18,820 17,782
16,275

14,006 13,105 12,201 11,699
9,965 9,079 10,159

14,067

11,052 10,829 10,472 11,37010,522 11,078
9,100 9,279

8,188 8,229 7,931 7,004 6,899 6,110 5,987 5,1215,465 4,962 5,342

令和5年の県内の刑法犯認知件数１3,326件
●令和３年まで減少していたが、令和4年から増加に転じた。
●認知件数の前年比増加率は31.2％
●人口１０万人当たり認知件数690件は、全国４７都道府県中2位 （前年は8位）
●令和5年の検挙件数5,342件、検挙率40.1％
※刑法犯認知件数とは：
　刑法犯のうち、被害届や告訴、告発、その他の端緒により、その犯罪の発生を警察が認知した事件の数をいう。
※「人口１０万人当たり認知件数」の人口は、令和5年1月1日現在住民基本台帳に基づく人口を参照

■本県の犯罪情勢（刑法犯認知件数、検挙件数、検挙率の推移）

■刑法犯の罪種別内訳
本県における刑法犯認知件数のうち、
「窃盗犯（泥棒）」が
約７割を占めています。
※特殊詐欺は、知能犯に含まれます。

■窃盗犯の手口別内訳
窃盗犯のうち一番多いものは「万引き」、
次いで「自転車盗」、「住宅対象侵入窃盗」などが
続いています。住宅や事務所などへの
「侵入盗」は窃盗犯全体の約１9％です。

3,167件
増加！

13,326

33.0%
31.2%

33.8% 37.7%
39.4%

47.2%
49.9%

43.4%
45.6%

43.5%43.5%
46.3%

48.7% 50.0%
52.6%

50.1%

51.2%
54.8% 56.4%

48.8%

40.1%

凶悪犯・風俗犯
1.3%

知能犯
4.7%

窃盗犯

74.4%

粗暴犯
7.9%

その他
11.7% 住宅

対象
5.9%

万引き
17.6%

その他の
非侵入盗
39.8%

オートバイ盗 0.8%

自動車盗 1.9%

車上ねらい 5.3%

その他 10.2%

事務所・出店 2.9%

自転車盗
15.6%

非
侵
入
盗
 6
2.
6%

侵入盗 19.0%
　
  乗
り
物
盗
 18.3%

刑法犯の分類
凶悪犯・・・・殺人、強盗、放火及び強制性交等
粗暴犯・・・・暴行、傷害、脅迫、恐喝及び凶器準備集合
窃盗犯・・・・窃盗
知能犯・・・・詐欺、横領、偽造、汚職、背任
風俗犯・・・・賭博、わいせつ
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群馬県内の特殊詐欺被害状況(令和５年）

特殊詐欺認知件数の推移

令和５年の被害状況

※認知件数とは、被害届等の端緒により、発生を警察が認知した事件の数をいう。

発生件数 前年比 被害額 前年比
特 殊 詐 欺 全 体 164件 ー 53件 約５億1,460万円 ー約5,180万円
オ レ オ レ 詐 欺 54件 ー 26件 約１億4,260万円 ー約4,730万円
預 貯 金 詐 欺 20件 ー 11件 約1,690万円 ー約3,640万円
架 空 料 金 請 求 詐 欺 25件 ＋ ８件 約２億5,290万円 ＋約4,270万円
還 付 金 詐 欺 17件 ＋ー 0件 約2,470万円 ＋約460万円
融 資 保 証 金 詐 欺 ３件 ＋ ２件 約1,180万円 ＋約1,150万円
金 融 商 品 詐 欺 ４件 ＋ ４件 約2,420万円 ＋約2,420万円
ギ ャ ン ブ ル 詐 欺 ０件 ＋ー 0件 ０円 ＋ー 0円
交 際 あ っ せ ん 詐 欺 ０件 ＋ー 0件 ０円 ＋ー 0円
そ の 他 ２件 ＋ ２件 約170万円 ＋約170万円
キャッシュカード詐欺盗 39件 ー32件 約3,970万円 ー約5,270万円
※ 令和2年1月1日から特殊詐欺が１０類型になり、預貯金詐欺はオレオレ詐欺とは別の区分となった。
  （令和元年統計では預貯金詐欺はオレオレ詐欺に含まれていた。）
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115
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8
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3億
9,680万
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■被害者の年齢・男女別

■被害状況の特徴

■主な手口
●オレオレ詐欺が最多(54件)
●キャッシュカードを狙った手口が約3分の1以上
※（警察等をかたって電話をかけ、キャッシュカードを準備
させて隙を見て窃取するキャッシュカード詐欺盗や、
キャッシュカードをだまし取る預貯金詐欺と合わせると、
キャッシュカードを狙った手口が36%を占める。）

●1件当たり被害額が高額化
※（令和5年1件当たりの平均被害額約310万円）

●高齢者(65歳以上)が全体の78.0%(128人)
●女性が大半(76.8%)
●60 ～ 64歳の被害は、還付金詐欺によるものが多い。（23人中 17人）

●前年に比べ「振込」の割合が2倍以上に増え、
「現金手交」、「キャッシュカード詐欺盗」及
び「キャッシュカード手交」の割合は減少

●「電子マネー」が前年の1件から8件に急増
●「その他」の1件は暗号資産によるもの

男性
38人
23.2%

女性
126人
76.8%

65歳以上
128人
78.0%

60～64歳
23人
14.0%

50～59歳
4人
2.4%

49歳以下 9人 5.5%

融資保証金
3件
1.8%

金融商品
4件
2.4%

その他
2件
1.2%

還付金
17件
10.4%

架空料金請求
25件
15.2%
預貯金
20件
12.2%

キャッシュカード
詐欺盗
39件
23.8%

オレオレ
54件
32.9%

電子マネー
8件
4.9%

その他
1件
0.6%

収納代行
1件
0.6%

送付
2件
1.2%

振込
43件
26.2%

キャッシュカード手交
23件
14.0%

キャッシュカード
詐欺盗
39件
23.8%

現金手交
47件
28.7%

特殊詐欺被害の内訳
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オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

さ
な
い
。

●  

電
話
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
」
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
を
疑
う
。

預
貯
金
詐
欺

〈
手
口
〉

電
話
で
、
警
察
官
、
銀
行
協
会
職
員
等
を

名
乗
り
、「
あ
な
た
の
口
座
が
犯
罪
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交

換
手
続
き
が
必
要
で
す
。」
と
言
っ
た
り
、

役
所
、
金
融
機
関
職
員
等
を
名
乗
り
、「
医

療
費
な
ど
の
還
付
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら

で
手
続
き
を
す
る
の
で
カ
ー
ド
を
取
り
に
行

き
ま
す
。」
な
ど
と
言
っ
て
暗
証
番
号
を
聞

き
出
し
、
犯
人
が
訪
ね
て
来
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る(

脅
し
取
る)

。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  

相
手
が
警
察
官
や
金
融
機
関
の
職
員
な

ど
を
名
乗
っ
て
い
て
も
、
暗
証
番
号
は
、

他
人
に
は
教
え
な
い
。(

言
わ
な
い
。
書

か
な
い
。)

●  

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

　

は
、
誰
に
も
見
せ
な

　

い
、
渡
さ
な
い
。

【
特
殊
詐
欺
と
は
】

「
電
話
や
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
や
Ｓ

Ｍ
Ｓ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
対
面
す
る
こ
と
な
く
信

頼
さ
せ
、
不
特
定
の
人
か
ら
現
金
等

を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
」

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
分
類
が

変
更
さ
れ
10
類
型
に
な
り
ま
し
た
。

な
く
し
た
。
中
に
大
切
な
書
類
、
小
切
手
、

取
引
に
使
う
現
金
が
入
っ
て
い
た
。」「
す
ぐ

に
お
金
を
用
意
し
な
い
と
会
社
に
迷
惑
が
か

か
る
。」
な
ど
と
言
っ
て
現
金
を
用
意
さ
せ
、

自
分
の
代
わ
り
に
上
司
の
息
子
や
信
用
の
で

き
る
知
人
が
現
金
を
預
か
り
に
行
く
こ
と
を

伝
え
、
そ
れ
ら
の
者
が
訪
問
し
現
金
を
だ
ま

し
取
る
。

〈
手
口
２
〉

警
察
官
を
名
乗
り
、「
あ
な
た
の
口
座
が

犯
罪
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。」な
ど
と
言
っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
開
設
を

指
示
し
て
そ
の
口
座
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ

た
後
、
不
正
送
金
に
よ
っ
て
だ
ま
し
取
る
。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  

家
族
で
合
い
言
葉
を
決
め
て
お
く
。

●  

い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、「
携
帯
電
話
に

登
録
し
て
あ
る
連
絡
先
」
や
「
以
前
か

ら
使
用
し
て
い
る
連
絡
先
」
に
連
絡
し
、

本
人
や
身
内
に
事
実
か
確
認
す
る
。

●  

現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
、
本
人

以
外
の
人(

代
理
人
や
会
社
の
人)

に
は
渡

オ
レ
オ
レ
詐
欺

〈
手
口
１
〉

被
害
者
を
信
用
さ
せ
る
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
電
話
で
医
師(

病
院)

を
名
乗
り
、「
息

子
さ
ん
が
、現
在
病
院
で
ノ
ド
の
治
療(

手

術)

を
受
け
て
い
る
。」「
治
療
後
に
電
話

を
さ
せ
る
。」
な
ど
と
言
う
手
口
が
増
え

て
い
る
。
そ
の
後
、
息
子
や
孫
な
ど
の
親

族
を
名
乗
り
「
カ
バ
ン
、
書
類
、
財
布
を
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗（
窃
盗
）

〈
手
口
〉

電
話
で
、
警
察
官
や
銀
行
協
会
、
大
手
百
貨
店
等

の
職
員
を
名
乗
り
、「
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
が
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
使
え
な
い
よ
う

に
す
る
。」
な
ど
と
言
う
。
そ
の
後
犯
人
が
訪
ね
て

来
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
封
筒
に
入
れ
さ
せ
、

印
鑑
等
を
取
り
に
行
く
よ
う
指
示
し
て
、
本
人
を
玄

関
先
か
ら
離
れ
さ
せ
た
隙
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

す
り
替
え
る
な
ど
し
て
盗
み
取
る
手
口
。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  

相
手
が
警
察
官
や
金
融
機
関
の
職
員
な
ど
を
名

乗
っ
て
い
て
も
、
暗
証
番
号
は
、
他
人
に
は
教

え
な
い
。(

言
わ
な
い
。
書
か
な
い
。)

●  

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
、
誰
に
も
見
せ
な
い
、
渡

さ
な
い
。

還
付
金
詐
欺

〈
手
口
〉

電
話
で
市
役
所
や
国
の
機
関
を
装
っ
て
、医
療
費
、

税
金
、
保
険
料
等
に
つ
い
て
、「
還
付
金
が
あ
る
の

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。」
な
ど
と
言
っ
て
、
被

害
者
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
被
害
者
の
口
座
か
ら

犯
人
の
口
座
に
送
金
さ
せ
る
。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

●  

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
で
は
、
還
付
金
、

給
付
金
を
受
け
取
る
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

●  

還
付
金
、
給
付
金
が
あ
る
と
言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

誘
導
し
よ
う
と
す
る
の
は
詐
欺
で
す
。

【
ま
と
め
】

● 

特
殊
詐
欺
電
話
対
策
機
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。(

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ)

● 

暗
証
番
号
を
他
人
に
教
え
な
い(

言
わ
な
い
、

書
か
な
い)

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

他
人
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
見
せ
た
り
、
渡

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 
「
他
人
に
は
話
さ
な
い
で
」
と
言
わ
れ
て
も
警

察
や
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

● 

相
手
か
ら

「
現
金
」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」

「
暗
証
番
号
」

「
コ
ン
ビ
ニ
の
○
○
カ
ー
ド
」

　

 

の
言
葉
が
出
た
ら
、
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

6

特殊詐欺編


